
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

総事業費 交付金 事業内容 事業費

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
十勝管内の乗合バス・タクシーの人口千人当

たりの年間利用者数
22,272 人 R6.3 17,837

指標② 十勝管内への観光入込客数 10,460 千人 R6.3 11,445.5

指標③ 十勝管内へのちょっと暮らし滞在日数 14,091 日 R6.3 11,658

指標④

指標⑤

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

総事業費 交付金 事業内容 事業費

単位：円 単位：円 単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標① 付加価値をもった新商品の販売額 38,000 千円 R6.3 9,336

指標② 付加価値をもった新商品数（加工特産品含む） 15 品 R6.3 14

指標③ 商品の研究開発・研修受講修了者数 9 人 R6.3 37

指標④

指標⑤

令和５年度　デジタル田園都市国家構想交付金（旧地方創生推進交付金）事業の検証について
（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

区分

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

交付対象事業の名称 概 要
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 外部有識者からの評価

実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標

広域
交通モードの利活用により地域の内

外をつなぐ交流人口拡大推進事業

 新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ地域内

の外出機会の増加や観光客数の増加など早期回復に向け、令

和3年3月に予定している「とかち帯広空港」の民営化により

道内他空港とのネットワークが強化されることなどを見据

え、地域住民に真に必要な生活・交通サービスの改善や旅行

者動態を踏まえた移動利便性を高めることで、地域住民の外

出機会の創出や観光客の広域周遊等を後押しすることによ

り、持続可能な地域交通を確保し、関係・交流人口の創出・

拡大による交流の活性化やまちへの定着化、管内の賑わいや

活気の創出を目指す。

492,190 246,095

①生活交通サービスの改善による持続可能な地域住民

の足の確保

②交通利便性向上による観光客や移住者の関係・交流

人口の拡大

492,190
地方創生に効

果があった

総合戦略の

KPI達成に

有効であっ

た

意見無し
予定通り事

業終了

令和５年度　デジタル田園都市国家構想交付金（旧地方創生拠点整備交付金）事業の検証について
（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

区分

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

交付対象事業の名称 概 要
本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 外部有識者からの評価

実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標

㈱ＣｈｅｅｒＳとの

委託契約により管理

運営を実施し、事業

の推進を図る

単独
士幌町 次世代産業研究開発・研修

拠点施設整備事業

・新たな食育の場の創造、農産物の付加価値を高めるために

必要な加工技術の実践や製品の研究開発をおこない、「もの

づくり」を通した「人づくり」をコンセプトに、旧：道の駅

施設を再利用した新たな農畜産物加工施設を整備し、農業

者・住民、地域間交流者が「食」をキーワードに連携し地域

商品を開発する創造拠点として活用することにより、地域産

業活性化と経済発展を目的とする。

 平成３1年３月   完成

 平成３1年４月１日～運用開始

216,020,925 73,955,000

【士幌町次世代産業研究開発・研修拠点施設】

・施設を活用し農業者、中小・小規模事業者、地域住民、地

域間交流者が連携し高付加価値商品の研究開発及び技術研修

によるキャリア人材を育成し輩出する。またIoT/ICT技術を

活用し製造工程効率化・作業省力化、生産量の拡大、品質向

上などに関する調査、研究開発をおこない「生産性・労働

性」の改善を図る拠点施設

・市街地への入口である「旧：道の駅」の再利用、空き店舗

対策・地域活性化対策

＜施設概要＞

・面積602.64㎡

・木造 畜産加工研修室、農産品加工研修室、乳酸品加工研

修室、パーティールーム（一般研修）、事務室、冷凍庫、食

品庫、燻煙庫、管理庫、物品庫

216,020,925
地方創生に効

果があった

総合戦略の

KPI達成に

有効であっ

た

意見無し 事業の継続


